B5用紙

（個人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　町田）　

	山（山域・ルート）

奥秩父山塊：鶏冠尾根から木賊山


【日時】１７年７月２９日（金）夜発～３０日（土）
【メンバー】

町田･その他１（計２名）

【行動記録】

三富村営駐車場A.M6:30～東沢出合～鶏冠谷出合A.M7:10～鶏冠尾根～露岩帯A.M9:40～木賊山P.M1:10～P.M1:30～奥秩父主脈縦走路～近丸新道～徳ちゃん新道登山口P.M3:55～村営駐車場P.M4:10

上り　６時間４０分　下り　２時間４０分
【装備・食料等】

《共同装備》前夜泊ﾃﾝﾄ4人用１張、非常時下降用8.5mm×50mｻﾞｲﾙ１本、6mmｽﾘﾝｸﾞ数本、ﾋﾞﾊﾞｰｸ用3人用ﾂｪﾙﾄ1張

《個人装備》ﾍｯﾃﾞﾝ、雨具、防寒具、救急薬品、ﾃｰﾋﾟﾝｸﾞ、水2ﾘｯﾄﾙ、行動食、非常食（菓子等）、非常時下降用にﾚｯｸﾞﾙｰﾌﾟﾊｰﾈｽ、安全環付きｶﾗﾋﾞﾅ、ATC、渡渉用に軽いﾋﾞｰﾁｻﾝﾀﾞﾙ
《食料》お握り２、菓子６、ﾅｯﾂ類１、水２リットル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１岩峰までの胸突き八丁は、有酸素運動に徹して息切れせずに登ることが出来た。岩稜帯に出るとアルペン的でとても快適。２級＋程度の箇所もある。鶏冠山の表示は相変わらず間違ったピークに建てられていた。A.M11:20突然の雷雨、バケツをひっくり返したような山岳地帯特有の凄い降り・・稲妻とほぼ同時にドカーン。樹林の無い岩稜箇所にはとても進めず、30分程度停滞。やがて雷鳴も収まり、長野方面の空が明るくなってきた。木賊山頂が近くなってきた頃、思いがけず『ハクサンシャクナゲ』の花道に。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
岩稜と花の尾根、６度目の鶏冠尾根は、真夏でも十分楽しませてくれました。

木賊山頂で鶏冠谷左俣の遡行を終えたパーティに会った。詰めから鶏冠尾根を下降せず、山頂まで登ってしまうガッツに敬服。

